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子育て支援における音楽活動の活用
～次世代の「つながる力」を育成するために～
中村　ますみ＊
Thispaperfocusesonmusicactivitiesforhighschoolstudentstointeractwithbabies,withthe
hopeofincreasingthenextgeneration’scompetencyinchildrearing.Initially,whenhighschool
studentsencounteredchildrearingmothers,theywereembarrassedandnoconnectingcompe-
tencyrequiredforpre-verbalcommunicationwithinfantswasobserved.However,whenmusical
activitieswerecarriedoutatahighschooltonurturethestudents,thestudentsenjoyedthe
musictogetherandachangeinthemood,theatmosphereoftheclassgroup,andintheircom-
municationwasobserved.Furthermore,elementsofpre-verbalcommunicationwereconfirmed,
andthesamephenomenonwasconfirmedfourdifferentclasses.Becausepre-verbalcommuni-
cationisfullofmusicalelements,itisclearthatmusicisindispensableforalearningprogramto
furtherconnectingcompetency.
はじめに
日本の子育て支援は，1989年のいわゆる「1.57ショック」を契機に策定された，1994年の「エンゼルプ
ラン」からスタートしている。以来，国はあらゆる政策を打ち出してきたが，さらに下降し続けた合計特
殊出生率は，2005年には1.26という数字を記録した。その後は，一時微増傾向にあり，2015年には1.45ま
で回復していたものの，再び2016年に合計特殊出生率1.44と前年度を下回り，出生数100万人を初めて割
り込んで97万6979人となった。そもそも，少子化は1982年に14歳以下の推定人口が減少に転じた頃にはす
でに始まっていたのだが，ここ数年の「人口減少社会」という表現によって，その危機感は社会全体に一
層広がりつつある。
「子ども自身が健やかに育っていける社会，子育てに喜びや楽しみを持ち安心して子どもを生み育てる
ことができる社会を形成していくことが必要」であることは，「エンゼルプラン」策定時からすでに謳わ
れている。しかし実際には，保育所の増設や育休制度の整備といった両立支援が中心であり，のちに「少
子化社会対策基本法（2003年）」制定文に記載された「子どもを生み，育てる者が真に誇りと喜びを感じ
ることのできる社会の実現」のための，具体的な方策は十分ではなかったと言わざるを得ない。その後の
「ワーク・ライフ・バランス（2007年）」，長時間労働是正に向けた現在審議中の「働き方改革」など，い
ずれも少子化の歯止めとなる特効薬とは言い難い。これらがいくら声高に叫ばれても，「子どもを持ちた
い」という人は増えていない。現在の子育て支援に不足している視点があるように思われる。
筆者は長年，障害児に対する音楽療法を行ってきたが，近年は発達支援事業所からの依頼が増えている。
子育てへの不安が集まるこの現場での実践で考えることは，少子化対策のための子育て支援ではなく，子
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育てに不安や困難を抱えている人たちへの支援が必要ではないか，ということである。さらに，子育てに
悩む人たちの抱く困り感と，現代の若者のコミュニケーションにおける課題には共通するものを感じてい
る。これらを分析しながら，やがて親となる次世代に育むべきことを明らかにしたい。さらに，筆者が高
校生に対して行った音楽活動の分析を中心に，音楽や音楽活動が新たな子育て支援の視点になり得ないの
かについて検討を行う。
１　日本の子育て支援の変遷
（1）少子化と子育て支援政策
次頁の年表から見て取れるのは，日本の子育て支援策は少子化対策のためにあり，スタートから10年を
経てようやく「次世代育成」や「子ども・子育て応援」という表現が見られることである。日本の子育て
支援政策の中で，一定の役割を果たしてきたと評価されているのが，1992（平成４）年４月に施行された
育児休業法である。当初から子育てする両親のためのものであるが，当時は社会全体の意識も，出産した
女性のためのものという受け取り方をしていたように記憶している。1996年のデータによれば育児休業取
得率は女性49.1％に対し，男性はわずかに0.12％であった。しかし，2016年には女性81.8％，男性3.16％ま
での伸びを見せている1。松田（2013）は，「『女性の社会進出と仕事と子育ての両立支援の困難』を解決す
るための施策は拡充された。」としている2。育休制度や短時間勤務の整備などによって恩恵があったのは，
主に未就学児を持ち継続就業する正社員の女性に限られていたのである。
しかし，一部効果があったとしても，そもそも少子化対策，つまり出生率アップが目的の子育て支援に
始まったのであるから，それが果たさなければ成功と言えない。条件を整えたつもりであっても出生率・
出生数が増加しないため，2002年の「少子化対策プラスワン」では，「夫婦の出生力の低下」という踏み
込んだ表現が使われている。従前の「子育てと仕事の両立支援」を中心とした対策に加え，「男性を含め
た働き方の見直し」や「地域における子育て支援」等を４つの柱に沿った対策を総合的かつ計画的に推進
するということを基本的考え方としている。ここに「次世代支援」の政策が本格化した。
1  厚生労働省「平成28年度雇用均等基本調査」の結果概要　http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/71-28r-07.pdf　p.14–15
2  松田茂樹（2016）『少子化論』p.24
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図１　これまでの少子化対策の取り組み（内閣府資料）3
（２）次世代に対する政策における「乳幼児ふれあい体験」の位置づけ
前項の「少子化対策プラスワン」では，すでに「親となるための出会い，ふれあい」として，「中高生
の赤ちゃんとのふれあいの場の拡充」が明記されている。しかし，近年一層，未婚化・非婚化の現象が進
み，行動計画策定指針や少子化社会対策大綱により明確に規定されるようになってきた。特に「ニッポン
一億総活躍プラン」においては，結婚支援の充実の項目において「すべての高校生に対して」「…強化する」
と強い表現がなされ，次世代の肩に大きくのしかかっているのは，超高齢化社会を支えることに加えて少
3  内閣府　平成28年度版　少子化社会対策白書　p.33より転載
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子化対策までもかと言わざるを得ない。
次世代育成支援対策支援法第七条第一項に基づく行動計画策定指針（平成26年11月28日）
１　市町村行動計画
　（３）子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備
　　ア　次代の親の育成
男女が協力して家庭を築くこと及び子どもを生み育てることの意義に関する教育・広報・啓発について、
各分野が連携しつつ効果的な取組を推進することが必要である。
また、家庭を築き、子どもを生み育てたいと思う男女が、その希望を実現することができるようにするた
め、地域社会の環境整備を進めることが必要である。
特に、中学生、高校生等が、子どもを生み育てることの意義を理解し、子どもや家庭の大切さを理解でき
るようにするため、保育所、幼稚園、児童館、乳幼児健診の場等を活用し、乳幼児と触れ合う機会を広げる
ための取組を推進することが必要である。
少子化社会対策大綱（平成27年３月20日）
・学校・家庭・地域において、生命を尊ぶことや男女が協力して家庭を築くことの重要性や、保育体験や乳幼児と
のふれあい体験を含め、子育てに対する理解を広める取組を推進する。
ニッポン一億総活躍プラン（平成28年６月２日）
６．10年先の未来を見据えたロードマップ
・希望出生率1.8の実現
③結婚支援の充実
・すべての高校生に対して、自分の職業や家庭、将来について実践的に考える機会を提供するため、学部協力
者の参画を得つつ既存の強化を有機的に連携させて、ワークシート入りの実践教材を用いた学習の実施、乳幼
児触れ合い体験、多様な職業人材・専門家との対話等の体験・交流活動を強化する。
（太字，傍線，筆者による）
２　子育てと音楽～子育て支援活用への可能性と問題意識
乳幼児との関わりやその保育・教育の場においては，多くの機会に音楽が活用されている。誰もが当た
り前のこととしてとらえ，このことに疑問を持つ者はいないだろう。子育て支援の場で，なぜ音楽活動の
活用を改めて取り上げるのか，現在の活用状況や筆者の取り組みを紹介しながら，可能性とともに現在感
じている問題意識について述べてみたい。そのことによって，次世代に育むべき点もおのずと明らかに
なってくるものと考える。
（１）子育て支援施設における音楽や音楽活動の活用状況
地域の子育て支援センター，親子つどいの広場の事業として，すでに音楽は活用されている。施設のイ
ベントカレンダーや各月の通信を見てみる4と，年に数回のコンサートや，施設によってはほぼ毎月行わ
れている子どもの歌を用いた手遊びやかかわり遊び，リズム遊びなどの親子での活動は，外部の専門家に
よって実施されているようだ。どちらも子どもの情操を育む教育的なねらいがあると思われるが，特に後
者は親が子育てスキルを身に付けることに役立てたいという，親側のニーズを満たすものであろう。また，
ベビーマッサージが行われている施設もあるが，歌いかけながら行うことが推奨されている。毎月複数回
計画されている事業の中で，相談事業に次いで多いものが「親子で遊ぼう」といった触れ合いの場である。
そこで行われるわらべうたや手遊びは，誰にでも活用可能なシンプルな音楽であり，常駐の保育士等が
行っている。幼稚園や保育所で「おはようのうた」「お弁当のうた」「おかえりのうた」と一日の流れの中
で音楽が活用されているが，それと同様に，幼児と共にある場ではあらゆる場面で音楽を伴った活動がご
く自然に行われている。
4  地域の子育て支援施設のおたより http://www.city.kagoshima.lg.jp/kenkofukushi/kosodate/kosodate/ribonkan/chiiki/otayori.
html
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（2）筆者が携わってきた子育て支援における音楽活動の実際
①　障害児に対する音楽療法と保護者支援
先述したとおり，筆者は障害児に対する音楽療法を行ってきた。障害児の療法に対する決定権は，多く
の場合，その保護者に委ねられている。障害児に関わるということは，その保護者と関わることであり，
おのずと保護者支援も含まれていると考えている。もちろん，これまで筆者に音楽療法を受けてきた保護
者は，支援を受けたつもりではないかもしれないが，少なくとも保護者のニーズに耳を傾けるため，定期
的に相談・報告の場を設定し，対象児の成長を共有するように努力している。保護者は我が子が音楽療法
士と関わりながら育つ姿を，客観的な立場で体験することができ，そのことにより図らずも保護者の関わ
り方が変容する姿に出会ってきた。おそらく，保護者自らは自身の変化には気付いていない場合も多いが，
親子間にあったコミュニケーションや関わりの，ほんのわずかな変化がもたらす効果は小さくない。子育
て支援を前面に出すことなく，あくまでも「対象児の育ちを支援」することを通しての間接的な「子育て
支援」を心掛けている場である。
②　発達障害事業所でのコンサート
発達支援事業所に関わることになった経緯は，
筆者の音楽療法の対象児をめぐる関係者らと関わ
ることもあったため，コンサートを依頼されたこ
とによる。学内で「音楽療法を学ぶ学生が企画す
る『なかよしコンサート』」を毎年開催していた
ことも大きい。一般のコンサートと異なり，観客
が参加する場面が多いコンサートである。正装し
た演奏家の奏でる曲を静かに聴いて，たまに一緒
に歌ったり，手拍子を求められたりするものとは全く趣を異にする。子どもが静かにすることが難しいの
で，コンサートに出かけられないという保護者のニーズに応えたものでもあった。筆者にとって，子ども
のコンサートと言えば，このスタイルが理想だと考えているのであるが，公共の施設では「普通に演奏だ
け…」が求められることも少なくないというのが現状である。子どもたちは，音楽に合わせて歌ったり動
いたりすると，静かに集中して聴くこともできる。動的な活動と静的な活動を組み合わせ，それに対応で
きることは，子どもの成長に必要と考えている。
③　発達支援事業所での音楽療法
②のコンサートを経て，発達支援事業でも音楽療法を実施するようになった。子どもだけの対象，親子
集団の対象，どちらも行ってきた。発達支援事業所は，その存在自体が子育て支援の機能を持っている。
現在，事業所数・利用者数共に大幅に増加している5理由の背景には，子育てへの不安があると思われる。
利用の対象となる子どもは，「集団療育及び個別療育を行う必要があると認められる主に未就学の障害児」
とされているが，障害の認定は必要ないため，子どもの発達の遅れはそれほど目立たなくても，保護者の
強い希望により通所している場合も多いと聞く。筆者が先述した「子育てに悩む人」とは，このようなケー
スである。子どもの発信していることを100％正しく受け取りた
いが，確信が持てずに迷ってしまうといった印象を受ける。例え
ば，右の歌は親子でにこにこしながら見つめ合ったりじゃれ合っ
たりするために作曲し，音楽療法の場で使用してきたものだが，
ここ数年，時に保護者にとって「ハードルが高い活動」と感じる
5  厚生労働省の平成24年と平成28年７月現在のデータを比較すると、事業所数が2.4倍、利用者数が2.2倍となっている。
写真１　「なかよしコンサート」の様子
（発達支援事業所等においても同様の活動を行っている。）
しあわせ（中村　ますみ　作詞・作曲）
　にこにこにこにこ　しあわせ
　こちょこちょこちょこちょ　しあわせ
　つつんつ　つんつん　しあわせ
　ぎゅ～っと　ぎゅ～っと　しあわせ
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ことがある。親の働きかけが試されていると感じるのか，「こちょこちょ」や「つんつん」の動きだけは
真似できてもどこかぎこちなく，「にこにこ」は手持無沙汰でいたり，「ぎゅ～っと」で我が子を抱きしめ
ることができないでいたりする保護者を見かけることが増えてきたのである。思案の末，最近では音楽療
法の初期段階では行わないことにしている。他の曲を用い「ど～こどこどこ，おでこはどこだ♪」と歌い，
「は～い，ママとおでこ，こっつんこ！」と子どもの方に指示を出すことにした。音楽療法で目指すのは
あくまでも子どもの成長・発達である。この歌でも，子どもの方から額をあててくるのを待っている保護
者も稀にいるが，子どもの「できる」という体験の積み重ねは，必ずや親支援につながるものと考える。
④　子育て当事者のリフレッシュを目指した活動
前項における問題意識から，保護者との距離を縮めたいと感じて
「ママ・パパだけの音楽ひろば」を開催することを事業所にお願いし
た。子どもたちが園外保育に出かけている間に行った活動である。特
に熱心な方は，音楽を通した子育てスキルを学ぼうと思っての参加
だったようである。また，何をするのかと少々不安を感じながら参加
した方もいたように感じた。
どの方も緊張して入室してこられることは予測できていたため，最
初から声を出すことを強要することなく，楽器を用いた活動からス
タートした。ここで用いた楽器は，コミカルな音や意外な音の出るも
のを多く用意した。不安の大きな方にとっては，初めて見る楽器を手にすることも難しいことがあるため，
カスタネットなどの見慣れた楽器や音の出し方が容易に分かる楽器も少し加えて用意し，自由に選択して
いただいた。活動の始めは，視線を合わせる様子があまりなかったが，徐々に笑顔が見られ，冗談なども
聞かれるようになった。アンケートの記述には，「駐車場で会釈するくらいだったけれど，今度から話せ
そう。」「久しぶりに，子どもに合わせてでなく，自分の歌いたい歌がうたえた。」「すっきりした。」など
の声が寄せられ，２回目は父親の参加もあった。この活動を実施した後は，毎回の音楽療法の前後に筆者
と保護者たちとの会話が飛躍的に増え，当初の目的は達成された。そのことが間接的に音楽療法に与えた
影響は大きく，また，保護者同士の交流，一時的ではあるかもしれないがストレス解消にも効果があった
と分析している。
この経験から，子育て支援センターから講座の
依頼があった際に，親のためのリフレッシュ講座
として，トーンチャイム6を用いた音楽活動を提
案し，これまでに２回開催されている。筆者が
トーンチャイム活動を選択した理由として，この
楽器が一人ではその良さは味わいにくいが，他者
との協働によって活動が成り立つという特徴を持
つことにある。現代の子育て環境は孤立感を生み
やすいことから，他者と共に生み出されたハーモ
ニーの空間に身を置くことは，意味のあることで
ある。育児ストレスの解消のために，地域子育て
支援センターは一時預かりなどのサービスを提供
6  トーンチャイムは鈴木楽器によって開発された楽器。振り下ろすと，アルミ合金製の筒をゴムのついたハンマーが叩いて音が
鳴る仕組みである。１本ずつに音が割り振られており，複数人で一緒に演奏する。余韻が長く，柔らかな音色によるハーモニー
が美しい。（p.104【資料】の写真を参照されたい。）
ママ・パパだけの
音楽ひろば
♪　季節の歌・筆者の自己紹介
♪　音のリレー
♪　トーンチャイム活動
　・コード奏
　・ベースライン奏
♪　みんなで歌おう！
（歌詞集を用いた、リクエスト
による集団歌唱）
写真２　リフレッシュ講座の様子
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しているが，どの母親も子どもを預けるのは多少なりとも不安や罪悪感を持ってしまうようである。この
サービスを積極的に活用してもらうためにも，子どもと同じ施設を利用しながら，しばしの間子どもと離
れて気分を変えることのできるこの事業は，意義深いものと考える。
（3）子育て文化にある音と音楽，音楽的要素
乳児のおもちゃのほとんどに音が存在する。ガラガラ，起き上がりこぼし，ベッドメリーなど，音のつ
いていないものを探す方が困難なほどである。聴覚の発達は胎児期からすでに始まっており，音の弁別や
音韻知覚はそれぞれの発達段階を経なければならないが，新生児期に音を捉える能力はすでに備わってい
る。偶然に手が当たった時に音が鳴ると，２カ月の乳児であっても，そちらに視線を向けるだけでなく，
何度も何度も手を出すという7。つまり，音は乳児が外界を知る上で最初に関わるものであり，音を媒介と
して自己のおかれた環境を捉えていく。人として学んでいく過程において聴覚は重要な感覚であり，聴覚
と他の感覚を統合させながら行う音楽活動は，楽しい刺激によるものである。
音楽家でなくとも，一般的に養育者は自然と日常の子育てに音楽を活用していると考えられている。誰
もが想起するのは子守唄の存在である。子守唄は寝かせ歌としての役割が大きいが，ゆったりとしたテン
ポ，シンプルなメロディ，繰り返されるリズムやフレーズが特徴で，歌い手（子守りをする人）の揺らす
という動きや背中をなでたりタッピングしたりする行為を伴う。言葉の意味は捉えられなくても，心地よ
い声によるメロディと揺れやタッピングのリズムを通して，乳児は多感覚的なコミュニケーションを体験
している。
また，乳児を目の前にすると，無意識のうちに優しく発する声や乳幼児に同調するように語り掛ける言
葉を「マザリーズ（母親語，育児語）」「対乳児発話（IDS）8 」というが，これにはピッチの高い音や，メ
ロディのような抑揚，ゆったりとしたテンポ，繰り返しなど，多くの音楽的要素が絡んでいる働きかけで
あり，子守唄が出現する以前の形とも言われている。マザリーズは，世界中どの民族にも見られる普遍的
な現象であることから，本能的な行動とされてきた9。
これらの子守歌やマザリーズは母親になれば本能として出現すると思われていたことが，筆者は近年覆
されているのではないか感じていた。児玉（2015）も「マザリーズを自然に表出することが困難な母親や
保育者が少しずつではあるが，増加傾向にある」と指摘している10。乳児は通常の発話よりマザリーズを
好み，他のあやし方より鎮静効果や好意的な反応が得られることが報告されているため，子育てには必要
なスキルである。クーイングや喃語の応答の際に，乳児の音声を模倣するように，あるいは気持ちを代弁
するように応答できるためには，育児スキルとして学習するべきなのか，あるいは今あるコミュニケー
ションを豊かにするための働きかけをするべきなのかについて検討することが課題であると考える。
３　高校生に対する赤ちゃんふれあい音楽遊びの実践から
次世代が乳幼児との触れ合う体験は年々重要視されていることから，すでに授業で導入して高校もあ
る。この研究で最初に実践を行ったA高校の「保育」の授業でも，親子つどいの広場を訪れて，乳幼児
との触れ合いという体験はすでに行っていた。この授業の担当教諭によれば，関わるためのツールとして
準備や製作したものを持っていくが，それを発表したり演じたりすることで精いっぱいの姿があるとい
7  石川眞佐江「子どもの姿に見る創造性」p.100の事例より
8  Infant-DirectedSpeech　母親だけでなく，乳幼児に関わるすべての人に現れることから，この用語も使用されることが多い。
9  ミズン，スティーブン（2006）『歌うネアンデルタール』p.103–104
10 児玉珠美（2015）「０歳児におけるマザリーズの効果に関する一考察」名古屋女子大学紀要 p.261
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う。この体験活動の中で音楽を用いることに，興味を持って受け入れていただいた理由には，何もなくて
も生徒たちが乳幼児と関わることができるのかという懸念があったように思われる。高校生たちが乳児に
対する音楽活動を体験することによって，非言語的な関わりの重要性に気付き，一度きりの活動であって
も印象深い学びになるであろうとの仮説を立て，授業での実践を同意いただいた。そのため，当初の計画
では，音楽活動を用いない自由遊びと音楽活動を用いた関わりを比較検証することが目的であった。
（1）A 高校における実践
単位制高校であるA高校においては，「保育」履修者２・３年生の
15名が活動を体験した。90分授業を右のように計画した。
実施日当日，筆者は初めて生徒たちと対面した。初めて会う人に対
する生徒たちの警戒感は強く，担当教諭は筆者との仲を取り持とう
と，生徒たちに声を掛けていたが，硬い表情のままであった。赤ちゃ
んと出会えば表情も和らぐだろうとあまり心配せずに活動を始めた
が，なかなか赤ちゃんに近づけない生徒たちの姿に驚いた（写真３）。
そこで自由遊びは早々に切り上げ，音楽活動に移行した。協力親子の
母親たちは，二人とも筆者がかつて担当していた音楽療法コースの卒
業生であったため，生徒たちを自然に音楽活動に誘導してくれた。生徒たちも赤ちゃんが音や音楽に反応
する姿を見て，次第に表情が和らいでいき，授業が終わる頃には筆者とも打ち解けて，片付けを手伝った
り校門まで見送ってくれたりするほどであった。
この高校での体験を経て，音楽を使えば乳幼児との関わりが容易になり，楽しさも増すであろうという
仮説は検証不可能なことのように思われた。感想には，赤ちゃんに対する思いも，音楽活動の楽しさも綴
られていたが，音楽の存在以上に必要なものがあるのかもしれないと振り返りながら，生徒たちの姿と発
達支援事業所で出会った一部の母親たちの姿が重なった。次世代に育むべき課題を分析した上で，そこで
活用できる音楽活動を検討しなければならないと研究計画を変更するきっかけとなった実践である。
写真３　活動始めの様子 写真４　活動を楽しむ様子（シーツぶらんこ）
写真５　眠ってしまった赤ちゃんを抱いている男子生徒
表１　 A 高校における赤ちゃんふ
れあい音楽遊び
20分
講師（筆者）の紹介
本時の活動説明
10分
赤ちゃん親子の紹介
自由遊び
30分 ふれあい音楽活動
30分
感想の記述
本時の活動のまとめ
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（2）B 高校における実践
B高校には８回訪問し，計16コマの授業を行った。位置づ
けは総合的な学習の時間であり，４クラスに対し，２コマ連
続の50分授業を２回ずつ，行うものである。各クラスに対し
４コマの授業を自由に計画・運用できた上，活動に使用する
教室等に対する要望等も，全面的に受け入れていただいた。
A高校での経験と反省から，いきなり赤ちゃん親子を同
伴することは行わず，第１回目は生徒たちだけの音楽活動を
行うこととした。その後，感想文を作成してもらい，赤ちゃ
んを迎え入れるために，服装等についての注意を含む，簡単
な事前学習を行った。
①　第１回の音楽活動
第１回目の音楽活動については，子どもの歌や手遊びなどの，いわゆる赤ちゃんと関わるために直接的
なスキルになるような活動は行わなかった。前もって練習しておくことより，生徒たちが赤ちゃんに対し
て心を開いて接することができるようにしたいと考え，以下のプログラムを計画した。合奏は指示に従っ
ていればでき上がる仕組みである。活動後に自然に集中力が高まり，クラスの一体感を感じられるように
計画した。合奏で達成感や満足感が得られれば，ダンスは発散的活動となり，クラス内の交流が進むだろ
うと予想して合奏の次に配置した。最後の音のリレーは，活動自体は単純ではあるが，ダンスで交流が進
まなければ成立しにくい。しかし，非言語的なコミュニケーションの重要性に気付いてもらうために，そ
の必要性は大きいと考え決断した。
表３　B 高校における第１回の音楽活動
活動 楽曲名等 使用した楽器や音 活動の概要
合奏 ハピネス（AI）
トーンチャイム
ドレミパイプ・鈴
手拍子・床を鳴らす音
キーボード・歌声（la）
４グループに分かれ，指揮者（今回の活動では，筆者に同行し
た学生アシスタント）の指示によって演奏する。最初に行う説
明時には実践を通して行うため，多少の練習の場となる。
（合奏の構成については，P.104【資料】参照）
ダンス
O-bra-di,
o-bra-da
（Beatles）
CD（録音音源）
全員で円になり，
Aメロ…前の人の肩に手を置き，全員で連なる。（写真７）
サビ…手をつなぎ円の中心部に向かい，元の位置に戻る。（写
真８）
Bメロ…ギャロップ→停止→手をつないだまま，めちゃくちゃ
な動き
練習は行わず，踊りながら簡単な指示を与える。
即興 音のリレー
トーンチャイム
手拍子・床を鳴らす音
音声（「へ～」，「かわ
いいね」など）
各自に配布したトーンチャイムを鳴らし，
①リレーのように音を渡すイメージで隣の人に鳴らしていく。
②予告なしに，手拍子・床を鳴らす音・音声などを渡す。
③隣の人でなく，遠くの誰かにトーンチャイムの音を送る。
②　第１回活動実践の結果
授業開始時の各クラスの雰囲気は，どの学級も同様に意欲の高さは感じられず，初めて会う筆者らの指
示に従うのに時間を要した。拒否感というよりは，どのように振る舞うべきかわからず，無関心を装った
り，クラスの友達の行動をお互いに探り合ったりしているという印象を受けた。この姿はA高校の生徒
たちと共通するものである。
初回に行ったクラスと，２回目以降のクラスでは，活動に引き込むまでの時間が多少異なったが，これ
表２　B 高校における４講義の授業計画
第１回第１講 （生徒たち対象の）音楽活動
第２講
①音楽活動の感想文作成
②赤ちゃんとの触れ合い活動に
ついての事前学習
第２回第３講 赤ちゃんふれあい音楽活動
第４講
感想の記述
本時の活動のまとめ
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は筆者の授業がどのようなことを行うのか，初回クラスの生徒から他のクラスの生徒に伝わっていたこと
や，筆者のファシリテート技術が，生徒たちの実態に合わせて少しずつ変化していったものと思われる。
このように第１講における生徒たちの変容は，クラスによってわずかな違いはみられたものの，概ね以下
のような経過をたどった。
最初の活動の合奏（写真６）では，足踏みと手拍子のボディパーカッションから始めた。足で床を鳴ら
すという指示には従おうとするものの，肝心の音が出ないので，最も苦労する場面である。また，トーン
チャイムを３，４人で一つの和音を鳴らすように活動を構成しているが，筆者の指示にタイミングを合わ
せるのが難しく，時間を要した。しかし，合奏として仕上がるにつれ，自然と歌声が聞かれ始める。この
短時間で合奏を仕上げたという体験を経て，ダンスでは躊躇なくクラスの仲間と連なったり手をつないだ
りする姿が確認できた。途中で方向転換のために，「反対！」という指示するが，生徒たちは予期してい
ない指示にバタバタしながらも，笑顔が広がり始める。さらに，最後の音のリレーは，生徒たちの体験し
たことのない活動と思われるが，この段階に至ると活動に集中していることが感じられた。合奏活動の始
めに，３，４人ずつでタイミングを合わせて音を鳴らすことさえも難しかった生徒たちが，最後はクラス
の全員が同時に鳴らすことができた。これは４クラスとも全く同じ姿である。
最後の一音をクラス全員で鳴らしたトーンチャイムの余韻を，さらに全員が同じタイミングで止めた
後，静かに「これでこの時間は終わります。」と告げ，教室に戻って感想文作成を行うように伝えた。授
業終了後の姿は，始業時とは全く異なり，どの生徒も明るい表情で授業者である筆者の言葉に耳を傾けて
いるように感じた。筆者は楽器等の片付けを終え，10分ほど経ってから教室に向かったが，どのクラスも
熱心に感想文に取り組む姿があった。
写真６　合奏「ハピネス」 写真７　ダンス（Ａメロ部分の動き）
写真８　ダンス（サビの部分の動き） 写真９　音のリレー
感想文は，自由記述で「活動に対する感想」と「自分や友達の変化」の２点のみを書いてもらった。デー
タ処理としては難しいが，体験に対する素直の気持ちを自分の言葉で綴ることも，重要な活動の一部とし
て位置付けている。しかし，両項目に書かれている記述は内容にあまり差異のないものも多かったため，
別々に処理することなく，同じ意味合いの単語を数えて項目ごとにカテゴリー化した。122名の記述によ
るものであるが，単語自体の出現回数を数えたため，時には同じ単語を一人の生徒が複数回記述した場合
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もある。
表４は，授業前や授業の始まったばかりの段階での気持ちとして，「（授業の前は，始めは）…だったけ
れど，」という文章から拾ったものである。実際に，感想文の記述には，「初めて会う人と…」に続く下記
の表現が少なからず見受けられたが，否定的な気持ちや考えは書かなかった生徒も多い。
表４　授業前，授業始まりの気持ちについての記述
自分の気持ち
乗り気でない・やる気がない　＊１ 7 ＊１面倒くさい，テンション低い，嫌々やっていた
戸惑い・不安 5
疲れていた 3
恥ずかしさがあった 2
あまり楽しくなかった 1
人の視線が気になって 1
音楽に対する
気持ち
音楽が好きでない ＊２ 3 ＊２得意でない，身近に感じたことがなかった
友達の様子
バラバラ・音が揃わない 8
控えめ・静か 2
楽しそうでない 2
硬い 2
引き気味 1
クラスの様子
グループになっている ＊３ 3 ＊３分裂している，特定の人としか話さない
クラスっぽいと思ったことがない 2
自分や周囲の様子や気持ちを素直に記述している。このように活動前後の気持ちの変化を書いている生
徒は比較的文章が長く，自分の変化を伝えたいという思いを感じた。
同じく，活動の始まりの段階で「難しかった」という記述が以下の通りである。
表５　「難しかった」の記述の内容
ブームワッカーの鳴らし方（力加減） 6
リズムをとること 1
タイミング（音のリレー） 1
音を合わせること 1
２つのことを同時にすること 1
わずかに10名の記述であったが，これらも「難しかった」の後には，逆接の接続詞が続き，楽しさや喜
びが綴られていた。ブームワッカー11は，大部分の生徒たちにとって初めての楽器であったと思われるが，
大きな音を出すこと＝（イコール）力を込めることと感じてしまう生徒たちに，身体全体を使ってモノを
操作するという体験の不足を感じた場面であった。
11 Boomwhackers (Tuned-perccussiontube)　ポリエチレン製の管を調音した楽器。トーンチャイム同様，１本ずつに音が割り振
られており，ドレミパイプとも呼ばれる。この活動を行っている期間中の2017年5月7日に，TV番組『世界の果てまでイッテQ!』
でタレントたちが「トルコ行進曲」に挑戦する企画が放映され，生徒たちの関心を集めた。p.104【資料】参照。
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表６　音楽活動後の感想
＊活動に対する感
想・気持ち
楽しかった・楽しめた 155
おもしろかった・ワクワク 65
自然に笑顔・笑った 45
驚いた・感動・すごい 23
また受けたい・もっとやりたい 16
充実した時間・時間が短く感じた 8
懐かしい・子供の頃に戻った感じ 12
達成感 4
責任感 2
楽しくなかった 1
活動による自身の気
分の変化
リフレッシュ・ストレス発散　　　　＊ 23 ＊気分が晴れた・心地よかった・落ちついた
打ち解けた・仲良くなれた 10 心が軽くなった・悩みを忘れた・元気になっ
気持ちが通じた 4 た・心を開けた・自然体になれた
眠くなくなった 4
クラスや友達の変化
（友達が・クラスが）楽しそう 45
雰囲気が明るくなった・盛り上がった 45
一体感・まとまり・協調性・つながり 39
終わったあとも歌っていた 5
コミュニケーション
の変化やクラスに対
する思いの変化
会話・喋る・コミュニケーション 22
クラス・友達の良さを感じる 10
男女の壁がなくなった 1
普段見られない面を見た 1
③　第１回音楽活動の考察
「楽しい」という単語自体を記述しなかった生徒も14名いるが，このうち13名は他の表現（「おもしろ
かった」「良い体験だった」など）によって，授業への評価は得られたと思われる。122名中わずかに１名
「楽しくなかった」という生徒がいたものの，121名の生徒たちは活動の楽しさを味わい，「リフレッシュ」
「ストレス発散」といった自身の気分の変化を感じることができた。そのことを体験したうえで，「（友達
やクラス全体が）楽しそうだった」「雰囲気がよくなった・明るくなった・にぎやかになった」など周囲
の変化に気付き，「まとまり」「一体感」「つながり」「協調性」といった集団の質的変化にも気付いている。
生徒によっては，この変化があったことに対して「嬉しい」「驚いた」「感動した」と記述している。さら
にこれらの変化は言語的／非言語的コミュニケーションにも影響を与えていることが，以下の記述からも
読みとれる。
前よりも注意して相手を見ることができました。なんかつながってるみたいでとても良かったです。一番最後
（１時間目の最後）には前よりも少しまとまった気がしました。 （女子）
クラスの仲が深まったと思います。男女の壁もなくなって、良いクラスの雰囲気になりました。音楽には不思
議な力があるなって思いました。 （男子）
“みんなで綺麗な音がだせたよね”とか“楽しかったよね”とか終わった後に話していました。こんな会話を
あまり友達としながったので、すごく楽しかったです。 （女子）
　
皆の音と音のあいだの長さがそろうようになっていた。そんなに意識していないのにそろったので驚いた。皆
楽しそうにやっていたので自分も楽しくなった。笑顔の力はすごいと思った。 （男子）
短時間にこれらの変化がもたらされた要因について，以下のように分析している。
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表７　音楽活動の分析（活動に組み込んだ動きと促された行動，集団の変化）
活　動 活動に組み込んだ具体的な動き 活動によって促されたこと
合　奏
ボディパーカッション 音を鳴らすという意識をもって，体を動かすこと
複数人で和音を鳴らす 他者を見ること，呼吸を合わせること
歌詞を聴く 歌詞の持つメッセージを受け止めること
歌う 深い呼吸や身体的共鳴が促されること
ダンス
連なることや手をつなぐ つながりを視覚的に意識できること
「反対！」の指示に対応すること うまくできないことに対する容認と集団の活性化
動きのルール メロディと動きのパターンの関連に気付くこと
即　興
隣の人に音を渡す 他者を見ること・他者の発する音を受け止めること
遠くの人に音を送る 他者の意図を読み取って行動に移す（音を出す）こと
テンポの変化に対応する 複数の他者の発する音の間隔を捉えて，音を発すること
音の強弱・抑揚を真似る 表現のヴァリエーションが促されること
これらは，「動く」「手拍子する」「床を踏み鳴らす」といった身体への直接的な刺激や，「声を出す」「指
示を聞く」「音を聴く」「他者を見る」といった複数の感覚を通した認知面への刺激，そしてそれらをクラ
スの仲間で行うという心理的影響があったと考える。円になって，「手をつなぐ」「連なる」「音を回す／
渡す（届ける）」という動作は，視覚的に「つながり」が見えるもので
あり，ここにも共有感を生みだす構造があったと分析する。さらには，
「ハピネス」の歌詞の果たした役割も大きい。筆者は，歌詞よりも楽曲
の構成を優先して選曲した。循環コード12を持つこの楽曲は，始めて取
り組んでも容易に合奏を完成させることができる。感想を分析している
と，図らずも，この歌詞の持つメッセージ性は青年期の心に深く入り込
み，その影響が波及したものと捉えている。
④　第２回の赤ちゃんふれあい音楽活動
高校に同行する赤ちゃん親子15組は，協力者を募集して研修会を行った。研修会時に４ヶ月から14カ月
までの赤ちゃんたちが集まり母親たちにも手遊び・ふれあい遊びなどの実践を通して説明し，活動の目的
や高校生に体験してもらう活動について理解と協力を仰いだ。高校での活動は以下のようなプログラムで
行い，１クラスに６組の親子を同行した。
12 メロディを支える和音はその進行にパターンがあり，循環コードのように同じパターンを繰り返すものも存在する。循環コー
ドで知られる楽曲は，クラシック曲では「パッヘルベルのカノン」，他に「スタンド・バイ・ミー」などが挙げられる。
ハピネス（AI）
君が笑えばこの世界中に
もっともっと幸せが広がる
君が笑えばすべてが良くなる
この手でその手でつながる
― 98 ―
地域総合研究　第45巻　第 2号（2018年）
表８　赤ちゃんふれあい音楽活動のプログラムと活動の概要
活　動 楽曲名 活動の概要（高校生の動き）
ウォーミング
アップ
活動に必要な動きなどを練習する。
赤ちゃんの入場の際に手拍子をし，赤ちゃん親子を招き入れることな
どの説明を聞く。
赤ちゃん親子の
入場
赤ちゃんの紹介
ミッキーマウスマーチ 音楽に合わせて手拍子する。
自己紹介後，赤ちゃん親子を迎えに行き，自分のグループに誘導する。
自由遊び
各グループに配布されたおもちゃ（赤ちゃんが普段使っているものも
含む）を使って，赤ちゃんと自由に関わる。
歌いかけ あめふりくまのこ
生徒たち自身が身体を揺らして，赤ちゃんに見せる。「頭に葉っぱを
のせました」で，赤ちゃんに布製の葉っぱを乗せる。（写真10）
ふれあい遊び あたまをトントントン
歌詞に合わせて，赤ちゃんの身体部位（頭，お腹，足，ほっぺなど）
を触る。赤ちゃんに関わっていない生徒は，自身の身体を触る。
（写真11）
ボールでマッ
サージ
コロコロコロコロ
ボールを赤ちゃんの身体に当ててころがす。音楽が止まると，ボール
を動かすのを止める。
ふれあい遊び おさるのかごや 膝の上に赤ちゃんを乗せ，膝を上下させて揺らす。（写真12）
シーツぶらんこ ぶらんこ
バスタオルに赤ちゃんを寝かせ，タオルの両端を二人で持って静かに
揺らす。（P　写真４　参照）
お別れ さよなら，また会おうね 音楽に合わせて揺れながら，「バイバイ」で手を振る。
活動で使用した楽曲は，生徒たちにとってはなじみのあるものとは言い難いものもあるが，取るべき動
きが分かりやすい活動を中心に，それに最もふさわしいものを選曲した。
⑤　第２回活動実践の結果
どのクラスの生徒たちも，始業より早めに教室から移動してきて，活動を待ちわびている様子があった。
赤ちゃんを招き入れる前に，グループごとに座ってもらい，若干の説明とウォーミングアップの時間を
とった。第１講のような躊躇は見られず，一様に筆者の指示通りに動いていた。赤ちゃん親子が入場する
と，多くの生徒から「かわいい」などの声が聞かれる。また，期待感のこもったまなざしで一斉に赤ちゃ
ん親子に注目している。人の多さにびっくりして泣き出す赤ちゃんに対しても大きな戸惑いは見られず，
笑顔であやしたり手を差し出したりする様子が見受けられた。中には，ずっと泣きっぱなしの赤ちゃんも
いて，中には申し訳ない気持ちになったという生徒もいた。
写真10　あめふりくまのこ 写真11　あたまをトントントン 写真12　おさるのかごや
全４クラス111名の生徒13の記述を第１講同様に，出現単語の回数をカウントした。活動前の気持ちを
記述していた生徒たちは，第１講の時と同様，活動の前後で，思いが逆の結果になったケースが多い。
13 夏の大会が始まり，部活動に所属する生徒が活動に参加できないことがあっため，前回の122名と母数が異なる。
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表９　活動前の気持ち
楽しみ・赤ちゃんが好き 4
苦手・好きじゃない 21
不安・怖い・自信がない 13
緊張していた 10
（これまで）ふれあう機会がない 7
今回の授業前に，赤ちゃんと触れ合う機会がなかった生徒と「苦手」「好きじゃない」などのネガティ
ブな感情を持っていた生徒の合計は41名にも上り，これは全体の全体の約37%にあたる。「緊張した」は
これらの生徒が記述している場合が多かったため，この数字には含まれていない。下記は活動による自分
の気持ちの変化をまとめたものである。
表10　活動中の気付き・活動後の気持ちの変化
赤ちゃんに対す
る思い
かわいい 120
癒された・幸せ ＊１ 22 ＊１　穏やかな・温かな・明るい
自身の気持ちの
変化
苦手意識がなくなった 8
もっと遊びたかった 8
接し方が分かった 7
接し方を知りたい 4
不安がなくなった 3
元気が出た 1
赤ちゃんに対す
る理解
状態への気付き ＊２ 44
＊２　肌の感触（もちもちなど）小さい，歯が生えている
など
行動への気付き ＊３ 21
＊３　何でも口に持っていく，じっと観察するように見つ
める，真似をした
人見知り（母親が抱くと泣き
止む）
17
赤ちゃんにも個性（人格）が
ある ＊４
8 ＊４　６カ月でも笑う，（思ったより）できる，すごい
赤ちゃんは泣くもの ＊５ 8 ＊５　泣くことに対する意識の変化
赤ちゃんは繊細 1
親への感謝や
命・育ちに対す
る思い
親のすごさ 14
自分もこんな頃があったのか 11
親への感謝 6
命の重さ 5
将来を意識した
思い
親になったら… 14
赤ちゃんが欲しい 6
成長したい 1
コミュニケー
ションに対する
思いの変化
表情が大事，心を開かないと
… ＊６
9 ＊６　表情によって応えてくれる
何を考えているか分かった 4
言葉は通じなくても… ＊７ 4 ＊７　楽しんでくれる，気持ちは伝わる
言葉のないコミュニケーショ
ンもすばらしい
2
不安の増大
子育ての大変さ・難しさ 20
将来が不安 3
思っていたより泣いた 2
緊張した 1
活動後の感想文には，「かわいい」の記述が最も多い。しかし，「かわいい」の記述が全くない生徒も28
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名おり，これは全体の25%を超える数字である。母親から離れず，大泣きされてしまった赤ちゃんのグ
ループはどうしても触れ合いが少なく，「泣いていたけどかわいかった」という訳にはいかなかったよう
である。赤ちゃんから受け取る「癒し」「心地よさ」「温かさ」については，体温や重量感，肌の感触，表
情やその変化をとおした具体的な記述が多かった。また，赤ちゃんに触れ，その状態や行動を理解するこ
とは自分の育ちの過程や命を考える機会となり，親や周囲への感謝の気持ちにつながっている。そのこと
によって，自らも「子どもが欲しい」や「親になったら…」という将来を意識した表現が見られた。さら
に，赤ちゃんの能力への驚き（８名），「赤ちゃんは泣くものだ」（８名）という状態や行動は，「苦手意識
がなくなった」などの明確な気持ちの変化につながったと思われる。気持ちの変化を明確に記述した生徒
は31名だが，その他の生徒も何らかの気付きは得ており，特に19名が非言語的コミュニケーションへの気
付きがあったことは予想を上回る結果であった。しかしながら，明らかにマイナスに転じた記述をした26
名の生徒たちもいた。これについては，第４講で「赤ちゃんはなぜ泣くのでしょう」と問いかけ，泣くこ
とは要求する力があるということだと説明した。感想文に，自分の理解について追加の記述が見られ，「赤
ちゃんが泣くことは，悪いことじゃなくて，赤ちゃんからのメッセージなんだな」という新たな気付きに
なったことも，一部確認されている。
次に，「音楽があった方が…」「音楽があったので…」に続く文章を分析した結果は下記のとおりである。
表11　「音楽があった方が…」に続く記述，音や音楽に関連した記述
赤ちゃんの音への反応
音や音楽に反応した ＊１ 28
＊リズムに乗る，声を出す，動く，曲が止まると
動きを止める
音が鳴る方をじっと見る 16
赤ちゃんの変化（プラ
ス）
表情に変化があった（笑った） 26
泣き止んだ 17
自由遊びよりご機嫌（楽しそ
う）
13
リラックス・落ち着いていた 7
音楽があった方がいい 4 ＊具体的記述なし
警戒心が和らいでいた 1
自身の変化（プラス）
接し方が分かりやすかった 10
身体を揺らしたり，手遊びした
り
6
自然に笑顔になれた 5
皆で共有して楽しめる ＊２ 4
＊２　赤ちゃんに直接かかわっていない人も楽し
める
楽しませようという気持ちが強
くなる
2
緊張がなくなる（解ける） 2
赤ちゃんの感情が分かる 1
赤ちゃんの変化（マイ
ナス）
泣いた ＊３ 6 ＊３　シーツぶらんこ（タオル）のとき
自身の変化（マイナ
ス）
緊張した 2
赤ちゃんの音や音楽に対する反応に気付くことができた記述は約40％あり，その結果表情に変化があっ
たり，泣きやんだりすることを生徒たちは多く確認できている。さらにそのことによって，自身の関わり
方に変化があったり，気持ちにも余裕が出たりしたことも記述している。また，自由遊びより接し方が分
かりやすかったとしたのは，歌詞に従って動いたり，遊び方を指示されたりした影響があると考えられる。
一方，シーツぶらんこの際に泣いてしまったとの記述があった。生徒たちは赤ちゃんの月齢によって，喜
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んだり，ゆったりして眠ってしまったりする姿も確認できている。音楽があると緊張する２名は，音楽活
動を正しく行わなければならないという意識が働くのかもしれないと分析している。
４　次世代に求められる「つながる力」
（1）現代の若者の姿
現代の若者は，家の中で過ごす時間が増え，一人で過ごす時間が増えているとされる。内閣府が15歳か
ら29歳を対象に行った平成28年度の「子供・若者の意識に関する調査」14 によれば，居場所は自分の部屋，
次に家庭が高く，それに続くのはインターネット空間である。ひとり時間の過ごし方を見ても，「何にも
しないでのんびりする」50.8％，「テレビ・音楽・読書」44.0％，以下「家族とおしゃべり」「テレビゲーム・
室内ゲーム」「インターネット」と続き，室内で過ごすものが多く選択されている。インターネット（ス
マートフォン含む）利用状況は「大変よく使う」67.1％，「かなり使う」27.7％であり，これらの合計は
94.8％であり，若者の生活に大きく入り込んできていることが分かる。
注目したのは，「あなたは他の人と付き合う時，次のようなことがどのくらいあてはまりますか。」（図
２）という設問に対するものである。「誰とでもすぐ仲良くできる」「表情が豊かである」と自己診断した
者が，他の設問に対する「あてはまる」と比較して，低い水準にとどまっており，それぞれ43.0％と
49.8％という結果である。若者たちがどのような場面を想定して回答したのか分からないが，この結果は，
筆者がかねてより感じていることに通じるものがある。
図２　他者との関係性自己診断
近年，さまざまな場で初めて出会う若者（この調査対象の年齢に近い，母親たちも含む）の表情が「硬
い」と感じることが多い。A高校，B高校においても，確かにその日のうちに生徒たちは打ち解けてくれ
て，この調査結果のように４割強の生徒が，「誰とでもすぐ仲良く」できたと思っているのではないかと
感じている。また，「表情が豊か」は約５割が「あてはまる」としているが，筆者の感覚ではもう少し低い。
（2）筆者の実践から，「つながる力」とは
授業や音楽活動，音楽療法の現場で，「硬さ」や「ぎこちなさ」を感じるのは，ニコニコとした表情や
話しかけてくるといった行動がないからではない。何かに気付いたら視線を向ける，相手の動きに同期す
14 内閣府　「子供・若者の意識に関する調査」平成28年
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るといった，非言語的なコミュニケーションの中でも，メッセージを持たないレヴェルのわずかな身体動
作を伴わないからだと考えている。例えば，誰かが入室してきた際に，すでに室内にいた者が，今入室し
てきた者に気付き，チラッと視線を向ける。そこで笑顔を向ければ，すでに好意的なメッセージが伝わり，
特にあいさつの言葉がなくても非言語のコミュニケーションは成立している。筆者が指摘したいのは，こ
の「チラッと視線を向ける」という小さな動きがないことである。笑顔や視線を交わすという以前の問題
である。
B高校での音楽活動の場面で，タイミングを合わせて音を鳴らすことができず，生徒たち自身の感想に
も「バラバラだった」「難しかった」との記述があった。この原因を探るべく４クラスを通して観察した
結果，このチラッと視線を向けて，その瞬間に動きを同期させるという力が落ちているのではないかとの
結論に至った。生徒たちの意識が「合わせなければ」になってからも時間を要したのは，視線に問題があ
るのか，動きの同期にあるのか現時点では分からないが，このような自然にできそうなことに対する能力
が落ちているのは，現代の若者たちの生活に問題があるに違いない。合奏活動の場面では，呼吸を意識す
ることについて，言葉ではなく呼吸そのものと大げさすぎる動きで伝えることによって，生徒たちは徐々
にできるようになった。そのせいもあってか，生徒たちの感想には「先生がおもしろかった」の記述もあっ
た。
本稿において，筆者は「コミュニケーション能力」ではなく，敢えて「つながる力」とした。現代の若
者はさまざまなツールを使いこなして，ある意味ではコミュニケーション能力は高いとも言われている。
音楽は非言語的なコミュニケーションツールであり，筆者もその重要性を感じているが，一般的な非言語
的コミュニケーションの中でも，前言語的コミュニケーションの要素の重要性に気付き，これが「つなが
るために必要な力」としている理由である。
（3）子育てに必要なこと
科学技術が発達し，私たちの生活は急速に変化した。特に，情報入手やコミュニケーション手段の変化
は目まぐるしい。当然のことながら子育てを取り巻く環境も大きく変化したわけであるが，授乳や食事，
入浴や排せつの世話といった育児に伴う日常の家事労働は，基本的にあまり変化していないように思われ
る。さらに，乳幼児とのコミュニケーションは太古の昔と比較しても，何ら変わりのないものと考えられ
る。
コミュニケーションの役割には，情報伝達だけでなく，情動共有がある。言葉の世界に生きていない乳
幼児にとっては，具体的な情報よりも重要なものであり，全身と全感覚を総動員して受け取っている。ス
ターン（D.N.Stern，1985）は乳児と母親が情動の間主観性を体験することに，「情動調律」という概念
を提唱した。「内的状態の行動による表現形をそのまま模倣することなしに，共有された情動状態がどん
な性質のものか表現する行動をとること」とし，「文字通りの模倣が，外部に表れた行動の形式に注意の
焦点を当てるのに対し，調律行動は，出来事を鋳直し，行動の背後にあるものや共有された感情へと注意
の的を移します。」「模倣は形式，調律は感情を表す」と言及している。スターンが分類している調律の基
礎となるマッチング行動の特性は，１．絶対的強度　２．強度の輪郭　３．時間の刻み　４．リズム　５．
接続時間　６．形　としている15。これらは，音楽活動に現れる現象に共通するものであり，B高校の生徒
たちが体験した「音のリレー」は，このほとんどを体験していると思われる。96頁に紹介した最後の感
想の男子生徒は「音と音のあいだの長さがそろうようになっていた」と記述しているが，これは「３．時
間の刻み」にあたると分析している。この活動では，「１．絶対的強度」はもちろんのこと，継続的な強
15 スターン，D.N.（1989）『乳児の対人世界』（小此木啓吾ほか訳）p.166–171
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さの変化がマッチする「２．強度の輪郭」など，すべての現象がこの活動を行っている音楽空間にあった。
生徒たちの１割が，「懐かしい，子供のころに戻った感じ」と表現したのは，前言語的コミュニケーショ
ンの要素を自然と体験したからではないだろうか。
子育てに必要な「つながる力」は誰しも備えている。もちろん，乳児自身も備えている。現代における
コミュニケーションは，目に見えにくい，あるいは自覚しにくい，この「つながる力」が必要のない場面
が多くなっているように思われる。
おわりに
本稿では，音楽活動の紹介と，さらにその分析，結果の考察に多くの紙面を割いた。筆者が「音楽活動」
と表現しているものがどのようなものか，実際の音楽のない文章の上では伝わりにくい。伝わりにくいも
のをいかにイメージしていただくのか，という思いと，音楽の形はいろいろあって，共同体の中ではその
中の人々が皆参加して音楽を共にしていたということも併せて伝えたかった。現代は，音楽は一部の演奏
家がするもので，たいていの人たちは「聴く」として関わりが多いのではないか。それも，イヤホンを通
した一人だけの楽しみ方が増えている。
本研究は，当初「赤ちゃんふれあい音楽活動」を中心とする計画であり，その中で，次世代の子育て支
援に必要な力の育成が目的であった。しかし，高校生や子育てに困り感を抱える母親には，乳児と交わす
前言語的なコミュニケーションに必要な「つながる力」が発揮される姿がなく，その育成のために考えた
プログラムが B高校における第１講の音楽活動であった。生徒たちはクラスの仲間と音楽の楽しさを共
有し，気分の変化，クラス集団の雰囲気の変化，そして活動後のコミュニケーションの変化を感じている
ことが明らかになった。さらに，この音楽空間に立ち上がった現象には，前言語的なコミュニケーション
の要素が確認され，４クラスともまったく同様の現象が確認された。そもそも前言語的コミュニケーショ
ンは音楽的要素に溢れているため，「つながる力」の学習プログラムには音楽は必須であり，どのような
音楽活動がよいのか検討するうえで，本研究を一事例としてもらいたい。
現在，中・高校生たちへの乳幼児との触れ合い体験は実施することが強く推奨され，取り組んでいる学
校も増えているようである。しかし，A高校の担当教諭が語っていたように，生徒たちが「身一つで」ス
ムーズに関われるかどうかについては懸念されるところである。筆者の取り組みの中でも，「子育ては大
変」「子育てが不安になった」という思いが記述されていた。触れ合い体験をしたがゆえにそのような思
いを抱いた生徒に，この体験がどのように影響していくのかという不安も残る。音楽を用いたときの乳児
の反応を覚えていてもらいたいと，願うばかりである。
前掲の「子供・若者の意識に関する調査（平成28年度）」の結果について，宮崎（2016）は，「若者への
育成支援にあたっては，短期的には豊かな他者関係を築ける活動への参加の可能性を高めることが必要で
ある。」16 と考察している。少子化対策のため，次世代育成の必要性が重視されているが，「子どもを持ち
たい」と思う人を増やすためには，現在子育てに悩んでいる人たちの支援がまず必要である。その上で，
人が子育てするためにはどのような能力を必要とするのかについて再考して，その教育の場を検討すべき
時期に来ていると考える。
16 宮崎隆志（2016）「格差社会における若者の他者意識と自己形成」子供・若者の意識に関する調査（平成28年度）第３部有識者
による考察　内閣府　p.160
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【資料】
B 高校における合奏活動の構造
使用楽曲：Happiness
使用楽器：トーンチャイム・ブームワッカー（ドレミパイプ）・キーボード
楽器以外の音：手拍子・足踏み・歌声（la 唱）
◇参加者と楽器の配置
トーンチャイム
ブームワッカー
◇グループごとの担当する音
グループ
音楽に　　　　　　　　　
おける役割と楽器（音）
① ② ③ ④
コード
（トーンチャイム）
D
（D,F#,A）
A
（A,C#,E）
Bm
（B,D,F#）
G
（G,B,D）
ベース
（ブームワッカー）
D A B G
ブームワッカーは各グループの成員でローテーションによって行う。
リズム
　　　（手拍子）
　　　（足踏み）
ブームワッカーを担当していないときに下記のリズムを行う。
基本的に，①⇒②⇒③⇒④⇒①…と繰り返す。
◇参加者が担当する部分を楽譜にしたもの
トーンチャイム
ブームワッカー
手拍子
足踏み
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